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～感情の共有を～ 
校長 藤田 優 

 

 爽やかな風と柔らかい日差しが校庭を包み込んでいます。新年度最初の 1か月、どのクラスも生活

のリズムをしっかりつくりながら、スムーズにスタートさせることができました。「一年生を迎える

会」で、一年生もしっかり迎え入れられ徐々に学校生活に慣れてきています。毎朝元気に挨拶をして

くれる姿も素晴らしいです。 

 

「感情の共有を」 

「一緒に過ごす仲間として」「同じチームとして」とはよく使う言葉ですが、具体的にどういうか

かわりが見られたら、仲間に、チームになっていると言えるのでしょうか。ただ分担して取り組んだ

り、同じ作業をしたりするだけでは足りません。何か目標を共有するにしても、生身の人間ですから、

日々抱く感情というものがあります。同じものを見て、それぞれが抱く感情を共有することが大事だ

と思います。それは同じかもしれないし、違うかもしれない。同じだったら共感となりますし、違っ

たら「いろいろな感じ方があるね」と多様性への理解となるでしょう。一緒に暮らしている中での気

持ちの共有が大事です。子どもたちとの生活においてもそのような日々の積み重ねをしていけたらと

思います。 

 

「働き方改革」 

教員が生き生きとしていなくて、どうして教室を明るく元気にできるでしょう。今年度もその理念

のもと、働き方改革を進めています。例えば、子育ての教員は出勤時間を少しずらしたフレックスタ

イムを導入しています。授業があるのでほんの少しですが、朝の時間は少しでも貴重です。また年間

通した計画年休も行っています。授業は替わりに入る職員があらかじめ打ち合わせをして、きちんと

進めますので自習などにはなりません。ここでもチームとして、子どもたちの育ちの姿を見て共有し

ながら取り組んでいきます。他にも様々な取り組みをしています。詳しくは、後日配付する「本年度

の学校づくりについて」をご覧ください。 

 

 家庭訪問へのご協力ありがとうございました。保護者の方と担任が同じ目線でお子さんの成長を支

援していくことが何より大事です。運動会の練習が始まり少し忙しくなります。お気付きのこと等あ

りましたらお知らせ下さい。これからもよろしくお願いいたします。 
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欠席連絡などはこちらまで 

＊学年・組・氏名を明記してください 



 

                  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年生になって 

1 年生になって 

「ドキドキ。わくわく。」 

 子ども達の緊張がこちらにも伝わって

きました。ドキドキした気持ちとわくわく

した気持ちが入り混じっている様子でし

た。校長先生の話をキラキラした眼差し

で、真剣に聞いていた子ども達。学校と家

庭で力を合わせて、子どもたちの成長を見

守っていけたらと願っています。 

 

 最高学年となり、低学年の

お手本になれるように意識し

て過ごしてきました。1 年生

と仲よくなれたときは、とて

もうれしかったです。 

 これからたてわり活動も始

まるので、しっかりとお手本

になれるような態度でがんば

っていきたいです。 

 

   

4 月１２日（金）に１年生を迎える会があり、

川井小学校の仲間入りをしました。たくさんのお

兄さん、お姉さんを前に、とても嬉しそうな様子

でした。 

 花の種やメダル、歌、リコーダーの演奏、校歌

と横浜市歌の歌詞、先生紹介カード、行事紹介カ

ード、校内地図をプレゼントしてもらい、大喜び

でした。これからの学習に生かしていきたいと思

います。 

 
 緊張、不安、楽しみなど様々な思いを胸に、最高学年としての一年
がスタートしました。新年度が始まったばかりですが、入学式や 1 年
生のお手伝い、委員会やクラブ活動など、多くの場面で活躍していま
す。 
 一人ひとりが卒業までの自分の姿をイメージし、79 名みんなで思
い出に残る一年をつくっていきます。 

 最高学年になったことを自覚し、誰にでも優しく接して下級生に頼られる、去年の

ような 6 年生を目標として生活していきたいです。委員会やクラブでは、相手に分かり

やすく説明したり、より仲が深まるよう自分から声をかけたり助けたりしたいです。 

                             

ひとりの子どもをみんなで支える～児童支援体制～ 

学校では担任が中心となりながらも、学校カウンセラーや養護教諭、児童支援専任が児童の様子を共有し、

一人ひとりの支援、指導に当たっています。お子さんの豊かな育ちを支えるためには、多くの大人がかかわ

ることが重要です。本校では、子育てに関する日常的なことから公的なサービスの紹介まで、さまざまな相

談ができます。学校カウンセラーの奥野加苗カウンセラーとも相談できます。学校での申し込みの窓口は各

担任、または児童支援専任の畔柳です。気軽にお声かけください。電話：953-0005 

カウンセラーへ直接連絡する場合の連絡先は、次の通りです。 

月曜日：953-2389(都岡中相談室) 火曜日：954-6160(旭区役所 3階子ども家庭支援相談) 

（5 月のカウンセラー訪問日は１０日(金)全日、１７日(金)午前、24日(金)全日 です。） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなの考えを聞きながら、「上
手に話を聞くために」大切なこ
とを学んでいます。(4 年) 

家庭科の実習で、初めてお
茶を入れました。(５年) 

もえたろうそくをビンに入
れ、ふたをするとどうなる
のでしょうか？実験を通し
て確かめています。(６年) 

生活科の春探しでは、見つけ
た虫の戦いにみんな夢中で
す。（２年） 

図工で、自分たちだけ
の「新聞ランド」を作
りました。（３年） 

新しいクラスの仲間と、元気に
校庭で遊んでいます。 

今年度も、「まちに、ひとに、自分に、かんどう、わくわく、いきいき」を
キャッチフレーズに日々の教育活動や学校行事を進めていきます。 
入学・進級して 1か月…、学習も着実に進めています。 

苦手な食べ物も頑張りな
がら、モリモリ給食を食
べています。 (１年) 

カラーの学校便りは校長室の前に掲示してあります。 


